
■ 関西医科大学附属病院
TEL.072-804-0101（代）
https://www.kmu.ac.jp/hirakata/
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　
地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）

TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

■ 関西医科大学総合医療センター
TEL.06-6992-1001（代）
https://www.kmu.ac.jp/takii/
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　
地域医療連携部　病診連携課

TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

■ 関西医科大学香里病院
TEL.072-832-5321（代）
https://www.kmu.ac.jp/kori/
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45
地域医療連携部　病診連携係

TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

■ 関西医科大学くずは病院
TEL.072-809-0005（代）
https://www.kmu.ac.jp/kuzuha/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町4-1
地域医療連携課

TEL.072-809-0013  FAX.072-809-0022

■ 関西医科大学天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）
https://www.kmu.ac.jp/temmabashi/
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）
TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827

■ くずは駅中 健康・健診センター
TEL.072-809-2005（代）
https://www.kmu.ac.jp/kuzuhaekinaka/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町１４-１（京阪くずは駅ビル南館 2階）
TEL.072-809-2005
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関西医大のがん診療
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附属病院 がんと闘う、がんと生きる。
関西医大のがん医療。

日本人の2人に1人ががんになる時代。私たち関西医科大学は、手術・化学療法・放射線治療だけでなく

免疫療法、そして光免疫療法と、新しい武器でがんと闘います。また、がんを抱えながら生きる

患者さんのために、様々なプロフェッショナルが密に連携しながら取り組んでいます。

北河内唯一の地域がん診療連携拠点病院として、
多職種が一体となってがんと向き合う。

診療科・部門の垣根を超えて、横断的に様々な職種が密接に連携し、患者さんに最適な医療をご提供しています。

がんセンター
（化学療法部門・がんゲノム医療部門）

光免疫療法センター

放射線科 病理部 医用工学部
外来/入院/手術部門　など

地域がん診療連携拠点病院

がんゲノム医療連携病院

小児がん連携病院

ま
ず
担
当
診
療
科
の
主
治
医
が
中
心
と
な
っ
て
、が
ん
セ
ン
タ
ー
と
密
接

に
連
携
。今
春
37
床
へ
と
増
床
し
た
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
部
門
の
他
、I
M
R
T
な
ど
高
度
な
照
射
が
可
能
な
放
射
線
科

（
放
射
線
治
療
部
門
）、そ
し
て
条
件
付
き
な
が
ら
小
林
久
隆
医
師
が
開
発
し

た
光
免
疫
療
法
を
提
供
し
て
い
る
光
免
疫
療
法
セ
ン
タ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
、が
ん
治
療
を
目
指
す
た
め
に
が
ん
関
連
部
門
が
一
体
的
に
連
動
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、外
来
・
入
院
・
手
術
な
ど
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
看
護
部
、

病
理
部
、手
術
に
不
可
欠
の
麻
酔
科
、機
材
の
管
理
を
行
う
医
用
工
学
部
な

ど
、ま
さ
に
オ
ー
ル
附
属
病
院
で
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
と
闘
う

緩和ケアセンター
痛みセンター
生殖医療センター

臨床遺伝センター
がん相談支援センター
医療福祉相談課

総合リハビリテーションセンター
がん患者会/がんサロン　など

当
院
は
治
療
だ
け
で
な
く
、が
ん
と
生
き
る
患
者
さ
ん
の
た
め
の
支
援
態

勢
も
整
備
。特
に
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、大
学
病
院
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
症

例
数
を
誇
り
ま
す
。ま
た
、P
T
/
O
T
/
S
T
も
多
数
在
籍
し
、総
合
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
関
連
診
療
科
で
患
者
さ
ん
が〝
普
段
の
暮
ら

し
〞を
取
り
戻
す
お
手
伝
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
幅
広
い
お
困
り
ご
と
に

応
え
る
相
談
部
門
を
用
意
し
た
り
、患
者
さ
ん
同
士
が
交
流
す
る
こ
と
で
不

安
を
和
ら
げ
る
患
者
会（
胃
が
ん
・
食
道
が
ん
）・
が
ん
サ
ロ
ン（
が
ん
種
不
問
）

を
定
期
的
に
開
催
し
た
り
と
、が
ん
と
生
き
る
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

が
ん
と
生
き
る

香里病院

地域医療機関
外来フォローアップ、訪問診療

など

地域介護福祉事業者
訪問看護、訪問リハビリ、デイケア、
ケアプラニング、ヘルパー　など

行政・保健所
生活支援、補助金・助成金、
コミュニティサポート　など

くずは病院

介護福祉事業 訪問介護ステーション・デイケアセンター・ケアプランセンター

がん医療

緩和ケア医

緩和ケア看護師

理学療法士

言語聴覚士

作業療法士

医療ソーシャル
ワーカー

がん相談
看護師

精神保健
福祉士

放射線医 がん専門医

薬剤師

臨床工学
技士

栄養士

心理士

検査技師

セラピスト

外来・
入院診療

緩和ケア

がん相談 コメディカル

主治医

外来
看護師

病棟
看護師

がん患者さん

訪問リハビリ
テーション

連携
連携

ヘルパー
ステーション

附属病院 総合医療センター
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地域の中核病院として、附属病院に並ぶクオリティでがん診療を提供
　がん診療地域連携クリティカルパスを充実させ、地域の先生方と共同で最適ながん診療を提供。

今後ネットワークの構築・充実に努めます。

大阪府がん診療拠点病院

総合医療
センター

がんと闘う、がんと生きる、
関西医大のがんトピックス。

プ
ロ
×
プ
ロ
、だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、

高
い
医
療
品
質
を
目
指
し
て

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
以
前
か
ら
、
が
ん
患

者
さ
ん
の
診
療
を
様
々
な
面
か
ら
検
討
す
る
キ
ャ

ン
サ
ー
ボ
ー
ド
を
、
院
内
で
定
期
的
に
開
催
。
職

種
の
垣
根
、
部
署
の
垣
根
、
立
場
の
違
い
を
乗
り

越
え
て
、
最
も
適
し
た
が
ん
診
療
の
実
現
に
向
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
が
ん
医
療
に
は
院

外
と
の
協
力
・
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
こ

で
当
セ
ン
タ
ー
は
、
5
大
が
ん
（
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
肝
が
ん
）
に
前
立
腺
が
ん
、

そ
し
て
が
ん
疼
痛
緩
和
を
加
え
た
７
つ
の
パ
ス
を

作
成
し
、
国
指
定
の
が
ん
拠
点
病
院
を
中
心
に
運

用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
北
河
内
医
療
圏
で
も
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
先
生
方
と
の
間
で
が

ん
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
・
充
実
さ
せ
、
パ
ス

運
用
を
通
し
て
が
ん
診
療
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
院
と
分
院
と
が
密
に
連
携
し
、

き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト

香
里
病
院
は
、
が
ん
治
療
を
行
う
為
の
化
学
療
法
室
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
専
用
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
が
準
備
さ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
治
療
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
や
専
門
の
看
護
師

が
抗
が
ん
剤
治
療
に
対
す
る
不
安
や
副
作
用
対
策
に
つ
い
て
の
、
き
め

細
や
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
最
近
増
え
つ
つ
あ
る
経
口
抗
が

ん
剤
治
療
に
も
対
応
し
、
自
宅
で
セ
ル
フ
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
電
話
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
附
属
病
院
と
連
携

し
て
お
り
、
地
元
の
が
ん
患
者
さ
ん
の
た
め
に
態
勢
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
　

一
方
く
ず
は
病
院
は
、
回
復
期
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
や
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
を
有
す
る
医
学
部
附
属
医
療
機
関
と
し
て
、
最
も
患
者

さ
ん
の
暮
ら
し
に
身
近
な
病
院
で
す
。
ま
た
、
同
院
は
医
療
だ
け
で
な

く
介
護
福
祉
事
業
も
充
実
。
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
通
所

型
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
、
そ
し
て

そ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
と
、
医
療
か
ら

在
宅
・
介
護
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
可
能
で
す
。

本
学
が
京
阪
沿
線
に
展
開
し
て
い
る
4
つ
の
病
院

に
は
す
べ
て
、関
連
施
設
と
し
て
介
護
・
福
祉
部
門「
関

医
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、く
ず
は
病
院
で
は
訪
問
リ
ハ
、訪
問
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー

ビ
ス
も
完
備
。こ
れ
ら
の
拠
点
を
中
心
と
し
て
、患
者

さ
ん
が
病
院
を
退
院
し
て
自
宅
に
戻
ら
れ
て
か
ら
も

続
く
が
ん
と
の
人
生
に
、最
適
な
お
手
伝
い
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

関
西
医
科
大
学
は
人
生
1
0
0
年
時
代
の
到
来
に

備
え
て
、こ
れ
か
ら
も
が
ん
診
療
の
充
実
と
質
の
向
上

に
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

京
阪
本
線
「
樟
葉
駅
」
直
結
の
駅
ビ
ル
2
階
に
、「
く

ず
は
駅
中
健
康
・
健
診
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。利
用
者
の
身
体
機
能
や
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
、

医
学
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
裏
打
ち
さ
れ
た
最
適
な〝
メ
デ
ィ

カ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
個
別
に
提
供
す

る
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
た
め
の
『
が
ん

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
』
も
ご
用
意
。
が
ん
の
再
発
予
防
、
体

調
回
復
の
た
め
の
同
コ
ー
ス
は
、
が
ん
治
療
の
経
過
と
体

調
に
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
か
か
り
つ

け
医
、
が
ん
治
療
主
治
医
、
附
属
病
院
健
康
科
学
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
セ
ン
タ
ー

の
W
e
b
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

香里病院・くずは病院

がんと暮らす患者さんの、いつもの時間も支えます。
京
阪
沿
線
に
広
が
る
、

本
学
の
介
護
福
祉
事
業

淀屋橋 天満橋 香里園

滝井 枚方市

樟葉 京阪電車

総合医療センター
関医訪問看護ステーション・滝井
関医ケアプランセンター・滝井
関医デイケアセンター・滝井

香里病院
関医訪問看護ステーション・香里
関医ケアプランセンター・香里
関医デイケアセンター・香里

くずは病院

くずは駅中
健康・検診センター

天満橋総合
クリニック

関医訪問看護ステーション・くずは
関医ケアプランセンター・くずは
関医デイケアセンター・くずは

附属病院
関医訪問看護ステーション・枚方
関医ケアプランセンター・枚方
関医デイケアセンター・枚方

各病院にデイケアセンターを併設
しており、要介護・要支援の
患者さんに対応しています。京阪沿線に広がる、

関西医大の
介護・福祉ネットワーク

昨
年
11
月
1
日
、新
た
に

く
ず
は
駅
中
健
康・健
診
セ
ン
タ
ー
が

が
ん
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
に
。

運動指導のプロフェッショナルが、
最新のフィットネス機器を用いた
医学的な運動指導を行います。

◀ 詳しくはこちらのQRコードから

国

大阪府

がん診療
連携協議会

がん登録・情報提供部会

相談支援センター部会

緩和ケア部会

地域連携部会

小児・AYA部会

希少がん部会

がんゲノム医療部会

がん看護部会

薬物療法連携部会

北河内がん診療
ネットワーク協議会

がん登録部会
がん相談支援部会
がん広報部会
緩和ケア部会
地域連携部会
がん看護部会

薬物療法連携部会

小松病院・星ヶ丘医療センター・
松下記念病院・佐藤病院・
市立ひらかた病院・

関西医科大学総合医療センター・
訪問医・訪問看護事業者・
北河内二次医療圏各市・
医師会・保健所

（厚生労働省）

関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
は
、
北
河
内
二
次
医
療
圏

唯
一
の
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
大
阪
府

の
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
に
参
加
し
、
傘
下
の
各
部
会

に
お
い
て
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
河
内

圏
域
に
お
い
て
は
北
河
内
が
ん
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
の
事
務
局
を
務
め
、
国
の
が
ん
診
療
・
医
療
行
政
方

針
に
基
づ
い
た
大
阪
府
の
施
策
を
、
北
河
内
エ
リ
ア
で
実

際
に
形
に
す
る
べ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
病
院
と
地
元
自

治
体
・
保
健
所
、
医
師
会
・
訪
問
医
・
訪
問
看
護
事
業

者
な
ど
と
密
接
に
連
携
し
て
い
ま
す
。

が
ん
診
療
連
携
協
議
会
・

北
河
内
が
ん
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
の
取
り
組
み

TOPIX

TOPIX

香里病院

くずは病院
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こ
の
春
よ
り
心
臓
血
管
外
科（
循
環
器
外
科
）の
診

療
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。成
人
の
心
臓
疾
患
、大
血

管
疾
患
全
般
を
専
門
に
、心
臓
手
術
は
こ
れ
ま
で
に
3

千
例
以
上
を
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま
な

手
術
の
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、モ
ニ
タ
ー
視

に
よ
る
弁
膜
症
の
完
全
内
視
鏡
下
手
術
で
す
。心
臓
手

術
の
多
く
は
胸
骨
を
切
開
し
て
行
い
ま
す
が
、骨
の
治

癒
に
数
カ
月
を
要
す
る
難
点
が
あ
り
ま
す
。一
方
、完
全

鏡
視
下
手
術
は
全
て
の
手
技
を
右
側
胸
部
か
ら
胸
腔

へ
挿
入
し
た
カ
メ
ラ
の
映
像
で
行
う
た
め
、骨
の
切
開

が
不
要
。術
創
部
も
数
セ
ン
チ
で
済
み
、体
へ
の
負
担
が

非
常
に
少
な
く
早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
で
す
。当
領

域
に
お
い
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
よ
り
も
さ
ら
に
低

侵
襲
な
手
術
と
い
え
ま
す
。ま
た
狭
心
症
に
対
す
る
冠

動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
で
は
、人
工
心
肺
装
置
を
使
用
し

な
い
心
臓
拍
動
下
手
術
を
第
一
選
択
と
し
て
、高
齢
者

の
方
や
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
さ
ん
で
も
良
好
な
成
績
を

得
て
ま
い
り
ま
し
た
。診
療
部
長
と
し
て
は
、今
後
こ
れ

ら
低
侵
襲
な
心
臓
手
術
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、患
者
さ

ん
に
最
適
か
つ
安
心
し
て
臨
め
る
治
療
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の

が
、循
環
器
内
科
・
外
科
に
よ
る
垣
根
の
な
い
協
働
体

制
で
す
。

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、循
環
器
疾
患
に
対
す
る

医
療
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、よ
り
リ
ス
ク
の
高

い
患
者
さ
ん
へ
の
安
全
で
有
効
な
治
療
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。当
院
で
は
す
で
に
循
環
器
内
科
と

心
臓
血
管
外
科
を
中
心
に
医
師
、看
護
師
、臨
床
工
学

士
な
ど
心
疾
患
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
構
成
す
る
ハ
ー

ト
チ
ー
ム
が
多
く
の
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の

チ
ー
ム
体
制
の
強
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し

て
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
く
頼
れ
る
病

院
と
な
る
べ
く
、ゆ
く
ゆ
く
は
心
臓
低
侵
襲
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
セ
ク
シ
ョ
ン
の
設
立
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
現
在
、最
新
鋭
の
4
K
解
像
度
3
D
カ
メ
ラ
の

導
入
や
、新
し
い
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
導
入
に
つ
い
て

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生

方
に
当
科
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
も

積
極
的
に
設
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

1991年3月
1991年6月
1993年2月
1999年4月
2003年3月
2003年4月
2004年7月
2005年7月
2009年3月
2011年4月
2013年4月
2023年4月

愛媛大学医学部医学科 卒業
京都大学附属病院 心臓血管外科
あかね会土谷総合病院 心臓血管外科
京都大学 医学部 大学院
京都大学 医学部 大学院 修了、博士号取得
京都大学 心臓血管外科 助手
カナダ・サニーブルック病院 リサーチフェロー
新葛飾病院 心臓血管外科 副部長
イムス葛飾ハートセンター 心臓血管外科 部長
神戸市立医療センター中央市民病院 心臓血管外科 医長
神戸市立医療センター中央市民病院 心臓血管外科 部長
関西医科大学 心臓血管外科学講座 主任教授、
関西医科大学附属病院 心臓血管外科 診療部長

PROFILE

低
侵
襲
治
療
の
発
展
と
、

患
者
さ
ん
に
も
っ
と
寄
り
添
え
る

診
療
科
を
め
ざ
し
ま
す

New Chief  Interview

心臓血管外科
新任部長に聞く

関西医科大学附属病院
心臓血管外科学講座 主任教授
心臓血管外科 診療部長

小山 忠明
Tadaaki Koyama

医師インタビュー特集

KEY-PERSONに聞く。
関西医大グループの各附属医療機関で診療の最前線に立つ医師から、

新任主任教授・診療部長・診療科長を中心にKEY-PERSON＝カギを握る人物をピックアップ。

現在取り組んでいることや得意な治療・領域、これからの展望など、語ってもらいました。

■ 附属病院

心臓血管外科学講座 主任教授・心臓血管外科 診療部長

健康科学センター 理事長特命教授

放射線科学講座 診療教授・放射線科 診療科長

内科学第三講座 診療教授・消化器肝臓内科

神経難病医学講座 寄附講座教授

小山 忠明

木村 穣

中村 聡明

下田 慎治

髙橋 牧郎

■ 総合医療センター

腎泌尿器外科学講座 講師・腎泌尿器外科 診療部長

眼科学講座 准教授・眼科 診療部長

感染制御部 部長（衛生・公衆衛生学講座 講師）

医療安全管理部 担当部長（麻酔科学講座 准教授）

三島 崇生

尾辻 剛

三島 伸介

増澤 宗洋

■ 香里病院

外科 病院教授・診療部長

内科・総合診療科 理事長特命教授・総合診療科 部長

アレルギーセンター センター長（耳鼻咽喉科・頭頸部外科 講師）

吉田 良

石丸 裕康

濱田 聡子

■ くずは病院

整形外科 助教

整形外科 助教

整形外科 助教

内科（消化器内科） 助教

小林 史朋

南谷 哲輝

西 紗登美

浦上 富生

■ くずは駅中健康・健診センター

健康運動指導士・介護福祉士

健康運動指導士

山田 勇太

村井 真緒



北
河
内
エ
リ
ア
の
先
生
方
に
は
、長
き
に
わ
た
り
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
度
、理
事
長
特
命
教
授

を
拝
命
し
ま
し
た
の
で
改
め
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。健

康
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
設
立
当
初
か
ら
循
環
器

疾
患
を
お
持
ち
の
方
に
向
け
た
専
門
外
来
を
中
心
と

し
て
き
ま
し
た
が
、近
年
は
外
科
治
療
を
含
め
た
肥
満

治
療
も
積
極
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
今
年
8

月
、新
た
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、リ
ハ
科
、腫
瘍
内
科
の

ご
協
力
で
、「
が
ん
フ
レ
イ
ル
予
防
外
来
」を
開
設
し
ま
し

た
。が
ん
治
療・予
防
の
新
し
い
領
域
と
し
て
ぜ
ひ
ご
注

目
下
さ
い
。

今
、医
療
の
世
界
的
な
潮
流
に「
E
I
M
＝

E
x
e
r
c
i
s
e 

I
s 

M
e
d
i
c
i
n
e（
運
動

は
お
薬
で
す
）」が
あ
り
ま
す
。運
動
が
生
活
習
慣
病
の

予
防
、治
療
に
有
効
な
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
ま
す
が
、近

年
で
は
も
っ
と
広
い
範
囲
の
疾
患
に
有
効
だ
と
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
運
動
を
処
方
薬
の
よ
う
に

活
用
し
よ
う
と
発
展
し
て
き
た
考
え
方
が
E
I
M
で
あ

り
、循
環
器
や
動
脈
硬
化
の
み
な
ら
ず
、が
ん
再
発
防
止

や
認
知
症
予
防
で
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。E
I
M
は
、

世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ス

ポ
ー
ツ
医
学
会
に
本
部
が
あ
り
、日
本
支
部
長（
E
I
M 

J
a
p
a
n
）を
務
め
る
私
と
し
て
は
、E
I
M
の
推
進

と
、多
く
の
方
に
運
動
療
法
を
受
け
て
い
た
だ
く
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
自
ら
の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
、昨

秋
に
は
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
に
続
く
施
設
と
し
て
予
防

医
療
を
専
門
と
す
る
浦
上
医
師
と
共
に「
く
ず
は
駅
中

健
康
・
健
診
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。ま
た

I
C
T
を
活
用
し
た
遠
隔
支
援
に
よ
る
次
世
代
型
ヘ
ル

ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
進
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
医
療
主
導
に
よ
る
在
宅
で
の
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
、

ア
プ
リ
に
よ
る
日
常
デ
ー
タ
の
管
理
と
、リ
モ
ー
ト
で

の
運
動
療
法
を
掛
け
合
わ
せ
た
包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
で

あ
り
、す
で
に
ア
プ
リ
は
稼
働
中
で
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
全
体

は
近
く
完
成
が
見
込
め
る
状
況
で
す
。も
し「
こ
の
患
者

さ
ん
に
は
運
動
が
必
要
だ
」と
思
わ
れ
る
患
者
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
に
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。ス
タ
ッ
フ
一
同
、先
生
と
一
緒
に
患
者
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
最
新
の
知
見
や
ア
イ
デ

ア
を
現
場
に
反
映
す
べ
く
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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放
射
線
を
用
い
た
が
ん
治
療
医
の
道
を
志
し
25
年

以
上
が
経
ち
ま
し
た
。当
時
の
放
射
線
治
療
は
発
展
途

上
で
し
た
が
、今
や
そ
の
技
術
は
大
き
く
様
変
わ
り
し

て
い
ま
す
。ス
テ
ー
ジ
に
関
わ
ら
ず
頭
の
先
か
ら
足
の

先
ま
で
、根
治
か
ら
緩
和
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
が
ん
を
治

療
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
自
身
の
放
射
線
治

療
専
門
医
と
し
て
の
本
格
的
な
診
療
は
2
0
0
5
年

か
ら
始
ま
り
、頭
頸
部
が
ん
や
膵
が
ん
を
多
く
経
験
。

そ
の
中
で
治
療
法
の
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
構
築

す
べ
く
、全
国
多
施
設
臨
床
試
験
と
し
て
プ
ロ
ト
コ
ー

ル
を
企
画
立
案
し
放
射
線
治
療
の
高
精
度
化
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。当
院
に
着
任
し
て
か
ら
は
、そ
れ
ら

の
経
験
を
全
て
臨
床
で
活
か
す
べ
く
勤
し
ん
で
お
り
ま

す
。当

科
の
強
み
は
、放
射
線
治
療
の
各
専
門
家
が
揃
っ

て
い
る
点
で
す
。私
の
専
門
は
外
部
照
射（
体
外
か
ら
の

治
療
）で
す
が
、小
線
源
治
療（
体
内
か
ら
の
治
療
）が

得
意
な
医
師
も
お
り
、機
器
管
理
の
専
門
家
で
あ
る
医

学
物
理
士
の
人
員
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

再
発
が
ん
や
再
照
射
も
含
め
、全
国
的
に
も
進
ん
だ
医

療
を
提
供
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、当
科
の
患
者
さ
ん
の

多
く
は
関
連
各
科
を
経
て
放
射
線
治
療
科
を
受
診
さ

れ
ま
す
が
、私
は
が
ん
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
も
兼

任
し
、が
ん
治
療
全
般
に
つ
い
て
他
科
と
横
断
的
に
協

力
し
て
い
ま
す
。地
域
の
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、も

し
原
発
不
明
が
ん
で
紹
介
先
の
診
療
科
に
迷
う
場
合

や
、が
ん
終
末
期
の
在
宅
医
療
に
お
け
る
痛
み
・
症
状

緩
和
で
お
困
り
の
際
な
ど
、が
ん
に
関
す
る
ご
相
談
ご

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

放
射
線
治
療
は
今
後
、A
I
を
活
用
し
た
さ
ら
な
る

高
精
度
化
・
個
別
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。当
院
で

も
放
射
線
治
療
機
器
の
更
新
が
計
画
さ
れ
、い
ち
早
く

最
先
端
の
放
射
線
治
療
を
提
供
す
べ
く
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。近
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、北
河
内
地

区
の
が
ん
患
者
さ
ん
の
約
半
数
が
当
院
の
が
ん
治
療

を
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
そ
の
約
半
数
が
放
射

線
治
療
科
を
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
に
鑑
み

「
地
域
の
が
ん
患
者
さ
ん
は
全
て
引
き
受
け
る
」と
い
う

意
志
の
も
と
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北
河
内
地
区
の
が
ん
患
者
さ
ん

全
て
を
引
き
受
け
る
つ
も
り
で
、

一
歩
進
ん
だ
医
療
を
提
供
し
ま
す

生
活
習
慣
病
に
加
え
が
ん
、

認
知
症
な
ど
、運
動
療
法
の

最
新
知
見
を
臨
床
へ

New Professor Interview

関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

放射線治療科 
新任教授に聞く

関西医科大学附属病院
放射線科学講座 診療教授
放射線治療科 診療科長

中村 聡明
Satoaki Nakamura

健康科学センター 
理事長特命教授に聞く

Special i ty  Service Interview

関西医科大学附属病院
健康科学センター 理事長特命教授
健康科学センター センター長

木村 穣
Yutaka Kimura

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 第2内科 入局
関西医科大学 博士課程 医学博士取得
米・コネチカット州立大学　留学
カナダ・トロント大学 留学
大阪簡易保険総合健診センター 内科医長
関西医科大学 第2内科 講師
関西医科大学 第2内科 
心臓血管病センター 助教授
関西医科大学枚方病院（現・附属病院） 
健康科学センター センター長
関西医科大学 健康科学教室 教授
関西医科大学附属病院 健康科学センター 
理事長特命教授

1981年3月
1981年4月
1988年8月
1988年10月
1989年11月
1991年11月
1997年10月
2002年4月

2006年4月

2009年4月
2023年4月

PROFILE 関西医科大学健康科学センターでの遠隔支援システム

1996年3月
1996年5月
1997年6月
1998年4月
2002年3月
2002年11月
2005年8月
2007年4月

2012年4月
2012年7月
2015年4月
2016年4月
2023年3月

PROFILE
神戸大学医学部医学科 卒業
大阪大学医学部附属病院 放射線科 研修医
公立学校共済組合近畿中央病院 放射線科 医員
大阪大学大学院 医学系研究科 放射線治療学専攻 入学
同修了、医学博士取得
米・シカゴ大学 博士研究員（放射線腫瘍科）
大阪大学大学院 医学系研究科 放射線治療学講座 助手
大阪府立成人病センター（現・大阪国際がんセンター） 
放射線治療科 診療主任
大阪府立急性期・総合医療センター 放射線治療科 副部長
京都府立医科大学大学院 放射線診断治療学講座 特任講師
関西医科大学 放射線科学講座 講師、がんセンター 副センター長
関西医科大学 放射線科学講座 准教授
関西医科大学 放射線科学講座 診療教授



C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
駆
逐
が
目
指
せ
る
時
代
に

な
り
、日
本
で
は
肝
硬
変
の
原
因
の
第
一
位
が
ア
ル

コ
ー
ル
に
取
っ
て
代
わ
り
ま
し
た
。ま
た
ド
ッ
ク
検
診
を

受
け
ら
れ
る
成
人
の
う
ち
3
割
超
が
脂
肪
肝
で
あ
り
、

今
や
肝
硬
変
を
含
む
肝
臓
疾
患
は
人
々
に
と
っ
て
身

近
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。生
活
様
式
の
多
様
化
を

背
景
に
肝
臓
疾
患
に
対
す
る
臨
機
応
変
な
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
今
、病
院
が
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
く
に

は
、地
域
の
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
の
繋
が
り
が
ま

す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
肝
臓
関
連
の
疾
患
を
中
心
に
、臨
床

と
研
究
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。2
0
1
6
年
か

ら
5
年
間
は
初
期
研
修
医
教
育
・
研
修
指
導
医
養
成
・

内
科
専
攻
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
も
携
わ
り
、コ
ロ
ナ

禍
で
は
地
域
の
中
核
病
院
に
赴
任
し
、1
、0
0
0
名

超
の
入
院
主
治
医
と
し
て
感
染
対
策
に
講
じ
る
な
ど

幅
広
く
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。医
師
と
し
て

診
療
と
同
等
に
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、現
場
で
何
が

起
こ
っ
て
い
る
か
を
知
る
行
動
力
で
す
。そ
し
て
最
新

の
医
療
情
報
を
地
域
の
先
生
方
に
お
届
け
す
る
こ
と
、

適
切
な
時
期
に
逆
紹
介
を
行
い
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最

適
な
環
境
を
作
る
こ
と
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
前
職
で
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
か
ら
患
者

さ
ん
デ
ー
タ
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、そ
れ
を
ま
と
め
て

研
究
成
果
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
た
の
で
す

が
、当
院
で
も
同
様
の
活
動
に
取
り
組
む
べ
く
、す
で
に

疾
患
レ
ジ
ス
ト
リ
を
作
成
し
臨
床
研
究
に
着
手
し
て

い
ま
す
。地
域
の
先
生
方
に
向
け
て
は
、タ
イ
ミ
ン
グ
を

計
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
ご
挨
拶
に

伺
っ
て
お
り
ま
す
。お
目
に
か
か
れ
た
際
に
は
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
ご
状
況
や
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
、お
困
り
ご
と
に

つ
い
て
な
ど
ぜ
ひ
お
話
を
伺
え
ま
す
と
幸
い
で
す
。

当
院
は
北
河
内
エ
リ
ア
に
は
珍
し
く
肝
臓
診
療
を

専
門
と
す
る
内
科
・
外
科
・
放
射
線
科
が
揃
っ
て
い
る
医

療
機
関
で
あ
り
、各
科
の
連
携
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
で

す
。今
後
は
当
院
の
肝
臓
疾
患
治
療
成
績
を
さ
ら
に
向

上
し
、ご
本
人
や
ご
家
族
に
ベ
ス
ト
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
、持
て
る
力
の
全
て
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。肝

臓
疾
患
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

今
年
4
月
に
当
院
の
脳
神
経
内
科
へ
着
任
し
、関
西

医
科
大
学
で
は
新
設
さ
れ
た
神
経
難
病
医
学
講
座
、寄

附
講
座
の
教
授
を
務
め
て
お
り
ま
す
。神
経
難
病
と
い

う
と
稀
少
疾
患
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
今
や

国
民
病
と
も
い
え
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
も
完
治
が
困
難
な
難
病
で
あ
り
、高
齢
化
に
伴

い
患
者
数
が
増
加
し
た
現
在
は
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
で

も
あ
り
ま
す
。私
の
強
み
は
、こ
れ
ら
の
疾
患
は
も
と
よ

り
脳
神
経
内
科
分
野
の
疾
患
を
広
く
カ
バ
ー
で
き
る

点
で
す
。「
医
師
は
患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
こ
そ
」と

い
う
思
い
か
ら
臨
床
に
こ
だ
わ
り
、脳
卒
中
を
は
じ
め

神
経
難
病
、て
ん
か
ん
や
片
頭
痛
と
い
っ
た
コ
モ
ン
デ
ィ

ジ
ー
ズ
な
ど
を
ま
ん
べ
ん
な
く
経
験
し
、大
阪
・
京
都
の

主
幹
病
院
3
ヶ
所
で
主
任
部
長
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。診
療
に
あ
た
っ
て
は
患
者
さ
ん
を
よ
く
診
て
よ
り

き
め
の
細
か
い
診
療
を
提
供
し
、生
活
の
質
を
向
上
で

き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、臨
床
研
究
に
も
尽
力
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、当
院
で
あ
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
の
が
、当
領
域
の
疾
患
、当
科
の
診
療
に
関
す
る

広
報
活
動
で
す
。我
が
国
で
は
脳
神
経
内
科
学
が
比
較

的
新
し
い
分
野
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
何
を
診
て
い
る

か
」「
ど
う
い
っ
た
症
状
で
か
か
る
診
療
科
か
」と
い
っ
た

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。た
と
え
ば
歩
行
障
害
や
腰
痛
、姿
勢
異
常
が
起

き
た
場
合
、多
く
の
方
が
整
形
外
科
を
選
択
さ
れ
ま
す

が
、こ
れ
ら
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
で
も
あ
る
た

め「
骨
に
異
常
な
し
」と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
脳
の
障

害
を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
頭
痛
や
め
ま
い
で

脳
神
経
外
科
に
か
か
っ
た
場
合
、M
R
I
検
査
で
は
異

常
が
見
ら
れ
な
く
て
も
、神
経
免
疫
疾
患
や
遺
伝
性
神

経
疾
患
の
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
情
報

と
脳
神
経
内
科
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
を
広
く
一
般
の

方
々
に
周
知
し
、疾
患
に
苦
し
む
人
を
減
ら
す
こ
と
も

私
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、も
し
整
形
外

科
的
、脳
神
経
外
科
的
に
異
常
が
な
く
ご
本
人
が
不
調

を
訴
え
て
い
る
場
合
や
診
断
に
迷
わ
れ
た
場
合
な
ど

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

1993年3月
1993年4月
1999年4月

1999年6月

2001年9月

2003年3月

2004年6月
2005年1月
2007年4月
2008年4月
2009年4月

2011年4月
2014年4月
2017年4月
2021年4月
2023年4月

京都大学医学部医学科 卒業
京都大学病院 神経内科 研修医
京都大学大学院 医学研究科 
臨床脳生理学講座 入学
米・Albert Einstein医科大学 
神経病理部門 客員研究員
東京大学大学院 薬学研究科 
臨床薬学教室 委託研究院生
京都大学大学院 臨床脳生理学講座 修了、
医学博士、神経内科 医員
米・Mount Sinai医科大学 リサーチフェロー
米・Mayo Clinic医科大学 シニアリサーチフェロー
医学研究所北野病院 神経内科 副部長
京都大学大学院 医学研究科 神経内科学講座 助教
大阪府済生会中津病院 神経内科部長、
京都大学医学部 臨床准教授
大阪赤十字病院 神経内科 部長
京都大学医学部 臨床教授、関西医科大学 臨床教授
大阪赤十字病院 脳神経内科 主任部長
医学研究所北野病院 神経センター 脳神経内科 主任部長
関西医科大学 神経難病医学講座 教授、寄附講座 教授

PROFILE

臨床と研究の経験を活かし、
地域の皆さまへの情報提供にも
注力してまいります

地
域
医
療
に
携
わ
る
皆
さ
ま
と
の

情
報
の
共
有
に
努
め
、

患
者
さ
ん
の
最
善
解
を
探
究
し
ま
す

関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

New Professor Interview

神経難病医学講座 
新任教授に聞く

関西医科大学附属病院
神経難病医学講座 
寄附講座教授

髙橋 牧郎
Makio Takahashi

消化器肝臓内科
新任教授に聞く

New Professor Interview

関西医科大学附属病院
内科学第三講座 診療教授
消化器肝臓内科

下田 慎治
Shinji  Shimoda

九州大学医学部 卒業
九州大学医学部付属病院 第一内科 研修医
九州大学医学部 医員
米・カリフォルニア大学デービス校 客員研究員
国家公務員等共済組合連合会千早病院 内科医師
九州大学医学部 第一内科 助教
九州大学病院 免疫膠原病・感染症内科 講師
九州大学病院臨床教育研修センター 准教授
唐津赤十字病院 感染症内科 部長
関西医科大学附属病院 消化器肝臓内科 診療教授

1989年3月
1989年6月
1991年4月
1995年11月
2001年4月
2003年4月
2012年10月
2016年10月
2021年4月
2023年4月

PROFILE



2
0
1
7
年
4
月
に
着
任
し
て
以
来
、現
在
に
い

た
る
ま
で
当
院
で
診
療
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。地
域
の

先
生
方
に
は
ご
紹
介
・
逆
紹
介
を
通
じ
て
日
頃
よ
り

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。今
春
、腎
泌
尿
器

外
科
診
療
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
改
め
て

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
泌
尿
器
科
領
域
を
志
し
た
の
は
外
科
的
な
治

療
に
興
味
が
あ
り
、か
つ
手
術
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
の

Q
O
L
改
善
を
目
指
せ
る
点
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら

で
す
。こ
れ
ま
で
女
性
泌
尿
器
疾
患
や
前
立
腺
疾
患

を
中
心
に
、エ
ン
ド
ウ
ロ
ロ
ジ
ー
、腹
腔
鏡
手
術
全
般

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。中
で
も
エ

ン
ド
ウ
ロ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
経
尿
道
的
前
立
腺
核
出
術

（
T
U
E
B
）や
女
性
の
骨
盤
臓
器
脱
に
対
す
る
施
術

を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。診
療
で
は
お
一
人
ず
つ
異
な

る
社
会
的
背
景
ま
で
考
え
て
治
療
の
ゴ
ー
ル
を
設
定

し
、選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

お
り
、か
つ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
面
を
丁
寧
に

説
明
し
て
患
者
さ
ん
に
ご
納
得
い
た
だ
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

当
診
療
科
の
強
み
は
、悪
性
疾
患
中
心
か
ら
良
性

疾
患
に
も
幅
広
く
対
応
で
き
て
い
る
点
で
す
。偏
り
な

く
泌
尿
器
科
疾
患
全
般
を
診
ら
れ
る
理
由
と
し
て

は
、医
師
お
よ
び
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
層
の
厚
さ
に
加

え
、「
地
域
の
患
者
さ
ん
全
て
を
受
け
入
れ
た
い
」と

力
を
尽
く
す
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。昨
年
に
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
X
i
を
導
入
し
、診

療
科
と
し
て
貢
献
で
き
る
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

近
年
は
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
あ
る

P
S
A
検
査
の
普
及
に
と
も
な
い
、前
立
腺
が
ん
が

発
見
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
社
会

の
高
齢
化
、人
々
の
生
活
習
慣
の
変
化
に
と
も
な
っ
て

尿
路
結
石
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。一
方
で

女
性
泌
尿
器
疾
患
に
関
し
て
、骨
盤
臓
器
脱
は
高
齢

女
性
の
一
定
数
に
起
こ
る
病
気
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、病
気
と
し
て
の
認
知
度
が
低
く
、尿
漏
れ
を
含

め
諦
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

が
現
状
で
す
。「
治
療
で
き
る
病
気
で
あ
る
」と
啓
発

す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。今
後
、腎
泌
尿
器
外
科
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
お

り
、診
療
科
を
牽
引
す
る
立
場
と
し
て
決
意
を
新
た

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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関西医科大学総合医療センター

1994年3月
1994年5月
1995年6月
1997年6月
1999年3月
1999年6月
2002年2月
2003年7月
2007年4月
2010年2月
2013年12月
2021年2月
2021年3月
2023年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 眼科学講座 入局
倉敷中央病院 眼科
関西医科大学眼科学講座医員
関西医科大学大学院 医学研究科博士課程 修了
米・Johns Hopkins University, Postdoctoral fellow 
関西医科大学 眼科学講座 助手
大阪府済生会泉尾病院 眼科
関西医科大学附属滝井病院(現・総合医療センター)眼科 助教 
関西医科大学附属滝井病院 眼科 講師
関西医科大学附属滝井病院 眼科 病院准教授 
関西医科大学 眼科学講座 准教授 
関西医科大学総合医療センター 眼科 病院教授 
関西医科大学総合医療センター 眼科 診療部長 

PROFILE

腎
泌
尿
器
外
科
へ
の

高
ま
る
医
療
ニ
ー
ズ
に

全
力
で
応
え
て
い
き
ま
す

関西医科大学総合医療センター

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属滝井病院（現・総合医療センター） 研修医
済生会泉尾病院 泌尿器科
済生会野江病院 泌尿器科
関西医科大学枚方病院（現・附属病院） 泌尿器科
済生会野江病院 泌尿器科
関西医科大学枚方病院 泌尿器科
関西医科大学総合医療センター 腎泌尿器科
関西医科大学 腎泌尿器外科学講座 講師
関西医科大学総合医療センター 腎泌尿器外科副部長
関西医科大学総合医療センター ロボット支援手術センター 副センター長
関西医科大学総合医療センター 腎泌尿器外科 診療部長、
結石治療センター センター長、骨盤機能センター 副センター長
関西医科大学総合医療センター 病院准教授

2003年3月
2003年5月
2005年4月
2006年4月
2007年4月
2009年4月
2013年4月
2017年4月
2020年5月
2020年7月
2022年7月
2023年4月

2023年5月

PROFILE

こ
の
た
び
眼
科
診
療
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。日
頃
よ
り
病
診
連
携
に
よ
り
多
く
の
大
切
な
患

者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。当
科
は
患
者
さ
ん
や
地
域
の
先
生
方
に

ご
信
頼
い
た
だ
き
数
多
く
の
外
来
、手
術
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
外
来
待
ち
時
間

が
長
く
、入
院
ま
で
何
ヶ
月
も
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
現

状
か
ら
当
院
へ
の
ご
紹
介
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、入
院
病
床
の

有
効
活
用
や
、よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
の
先
生
方
の

も
と
へ
お
帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
対
策

を
立
て
て
お
り
、私
た
ち
眼
科
を
頼
っ
て
く
だ
さ
る
患

者
さ
ん
や
地
域
の
先
生
方
に
も
快
適
な
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、改
め
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

当
科
は
伝
統
的
に
網
膜
疾
患
と
緑
内
障
を
主
な
診

療
領
域
と
し
て
お
り
、硝
子
体
手
術
は
年
間
5
0
0

件
、硝
子
体
注
射
2
、8
0
0
件
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
件
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。ま
た
緑
内
障
手
術
も

3
0
0
件
ほ
ど
あ
り
、白
内
障
手
術
は
難
症
例
を
中

心
に
1
、5
0
0
件
以
上
行
っ
て
い
る
ほ
か
、外
傷
や

眼
内
炎
な
ど
の
緊
急
手
術
に
も
可
能
な
限
り
対
応
し

て
い
ま
す
。そ
の
他
ぶ
ど
う
膜
炎
、斜
視
弱
視
、角
膜

疾
患
と
い
っ
た
専
門
外
来
も
充
実
し
て
い
ま
す
。進
行

し
た
緑
内
障
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
難
治
性
疾
患
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、ま
ず
は
ご
自
身
の
病
状
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
現
在
の
視
機
能
を
維
持
す
べ
く

長
期
の
治
療
方
針
を
立
て
、ご
本
人
や
ご
家
族
と
相

談
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
白
内
障
を
は
じ
め
と
す
る
比
較

的
回
復
し
や
す
い
疾
患
に
お
い
て
も
、患
者
さ
ん
の
ご

希
望
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で
生
活
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
治
療
方
針
を
提
案
し
、納
得
い
た
だ
け
る
ま

で
ご
説
明
す
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

近
年
、人
々
の
見
え
方
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。最
新
の
治
療
法
を
導
入
し
診
断
機
器
も
で

き
る
だ
け
最
新
の
も
の
を
揃
え
、正
確
な
診
断
と
的

確
な
治
療
そ
し
て
明
確
な
説
明
を
行
い
、患
者
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、地
域
の
先
生
方
か
ら
も
信
頼
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

大
切
な
患
者
さ
ん
を

お
任
せ
い
た
だ
い
て
い
る
、

そ
の
使
命
感
を
胸
に

眼科
新任部長に聞く

New Chief  Interview

関西医科大学総合医療センター
眼科 准教授
診療部長

尾辻 剛
Tsuyoshi Otsuji

腎泌尿器外科
新任部長に聞く

New Chief  Interview

関西医科大学総合医療センター
腎泌尿器外科 講師
診療部長

三島 崇生
Takao Mishima



感
染
制
御
部
は
感
染
症
に
関
す
る
専
門
資
格
を
有

す
る
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、検
査
技
師
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
安
心
・
安
全
な
運
営
体
制
を
維
持
す
べ
く
、感
染

制
御
の
観
点
か
ら
啓
発
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
部
門
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
の
ピ
ー
ク
時
に
は
院
内
感
染
対
策
の
レ

ベ
ル
維
持
、陽
性
者
発
生
時
の
対
応
に
奔
走
し
、ス
タ
ッ

フ
全
体
の
感
染
制
御
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

も
あ
っ
て
当
院
で
は
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
と

通
常
通
り
の
入
院
・
外
来
診
療
を
維
持
で
き
ま
し
た
。

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
さ
し
あ
た
っ
て
の
落
ち

着
き
を
見
せ
る
今
、考
え
る
の
が
、地
域
社
会
の
感
染

症
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
で

す
。今
回
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
感
染
症
対
策
が
世
界
各
国
で
の
最
優
先
事
項
と
な

り
ま
し
た
。今
や
病
原
体
は
国
境
を
容
易
に
越
え
て
く

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
た
め
、今
回
の
よ
う
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
い
つ
発
生
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
が
重
要
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る
と
、

感
染
症
の
知
識
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
有
す
る
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、地
域
社
会
に
生
き
る
人
々
全
員
が
一
定
以

上
の
知
識
や
心
構
え
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。私
は
地
域
に
根
ざ
す
当
院
の
感
染
制
御
部

部
長
と
し
て
、院
内
の
円
滑
な
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、個

人
の
健
康
を
守
り
、社
会
防
衛
や
社
会
の
安
全
性
向
上

に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
市
民
公
開
講

座
や
学
校
で
の
講
演
会
を
通
し
、細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
微
生
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、考
え
方
を
伝
え

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
地
域
医
療
に
携
わ
る
皆
さ
ま
と

は
、ぜ
ひ
共
に
地
域
の
感
染
対
策
強
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
で
す
。具
体
的
に
は
感
染
対
策
に
積
極
的
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
様
と
協
働
し
、定
期
的
に
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
構
想
が
あ
り
ま
す
。地
域
社
会
の
安
全
、感
染
制

御
を
高
め
る
の
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら

地
道
に
繋
が
り
、知
恵
を
持
ち
寄
り
、お
互
い
に
顔
の

分
か
る
信
頼
関
係
が
地
域
の
強
靱
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。私
の
知
見
や
行
動
が

院
内
の
み
な
ら
ず
地
域
の
人
々
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
、こ
れ
か
ら
も
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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関西医科大学総合医療センター

こ
の
春
よ
り
医
療
安
全
管
理
部
の
部
長
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
。医
療
安
全
の
確
保
は
当
院
の
運
営
上
、

最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
1
つ
で
あ
り
、当
管
理
部
は
患

者
さ
ん
に
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
環
境
を
つ
く

る
に
あ
た
っ
て
肝
要
な
部
門
で
す
。専
任
者
1
名
を
含

む
医
師
3
名
、専
従
者
1
名
専
任
者
1
名
を
含
む
看
護

師
4
名
、専
任
薬
剤
師
1
名
、専
任
事
務
2
名
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。活
動
内
容
は
厚
労
省
策
定
の
業
務

指
針
を
基
に
院
内
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
規
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、メ
ン
バ
ー
各
人
が
高
い
意
識
を
持
ち
、毎
日
の

業
務
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

基
本
的
な
業
務
と
し
て
は
、医
療
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
情
報
収
集
・
分
析
・
対
策
立
案
・フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
・
評
価
を
行
い
ま
す
。院
内
に
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
レ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、私
は
副
部
長
だ
っ
た
頃
か

ら
、誰
も
が
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
悩
ま
ず
報
告
で
き
る

よ
う
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。ま
た
週
に

1
度
は
医
療
安
全
部
内
で
の
検
討
会
、月
に
1
度
は
病

院
内
で
横
断
的
に
医
療
安
全
対
策
委
員
会
を
実
施
。安

全
対
策
委
員
会
で
は
外
部
の
識
者
を
お
招
き
し
、中
立

な
立
場
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。さ
ら
に

職
員
の
医
療
安
全
へ
の
意
識
の
向
上
を
促
す
べ
く
、情

報
が
行
き
渡
る
よ
う
周
知
徹
底
を
促
し
、当
管
理
部
が

旗
振
り
役
と
な
っ
て
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
体
制
や
安
全

管
理
体
制
を
定
着
さ
せ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
麻
酔
科
を
専
門
と
し
、サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
と
し
て
関
連
分
野
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
、緩
和
医

療
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
診
療
科
の
業
務
と

医
療
安
全
管
理
部
の
業
務
の
共
通
項
と
し
て
、複
数
の

診
療
科
に
ま
た
が
り
院
内
横
断
的
な
仕
事
を
す
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。以
前
よ
り
手
術
部
長
も
担
当
し
て

お
り
、病
院
運
営
上
、安
全
な
環
境
を
構
築
す
る
面
で

も
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。担
当
診
療
科
に
加
え
て
こ
う

い
っ
た
役
目
を
任
さ
れ
る
こ
と
は
光
栄
で
あ
り
、身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。医
療
安
全
推
進
は
終
わ
り
の

な
い
活
動
で
あ
る
と
心
得
て
、常
に
患
者
さ
ん
の
安
全

に
繋
が
る
よ
う
医
療
の
安
全
確
保
と
質
の
向
上
の
た

め
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。引
き
続
き
医
療
事
故
の
防

止
を
図
り
、再
発
防
止
策
を
推
進
す
る
医
療
安
全
管
理

体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

1995年3月
2002年3月
2002年4月
2009年4月
2011年2月
2019年4月

2022年4月
2023年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学大学院 博士課程 修了
関西医科大学大学 麻酔科学講座 助手
聖隷浜松病院 緩和ケア科
関西医科大学大学 麻酔科学講座 講師
関西医科大学総合医療センター 麻酔科部長、
病院教授、臨床工学センター センター長
関西医科大学総合医療センター 手術部 部長
関西医科大学総合医療センター 医療安全管理部 部長

PROFILE

培
っ
た
知
見
と
ス
キ
ル
を
活
か
し
、

病
院
の
安
全
な
運
営
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す

横
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

強
化
す
る
た
め
に
動
き
ま
す

関西医科大学総合医療センター

Special i ty  Service Interview

医療安全管理部
担当部長に聞く

関西医科大学総合医療センター
医療安全管理部
部長

増澤 宗洋
Munehiro Masuzawa

感染制御部
担当部長に聞く

Special i ty  Service Interview

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 胸部外科 入局
中・北京首都医科大学附属友誼病院 胸心血管外科 研究員
中・北京天衛診所　総合診療外来医長
北京滞在中、重症急性呼吸器症候群（SARS）の世界的流行を受け、
WHOと中国衛生部による合同調査隊（臨床感染制御）に参加
関西医科大学 公衆衛生学講座（現 衛生・公衆衛生学講座） 助教
関西医科大学総合医療センターにて海外渡航者医療センターを開設
関西医科大学附属滝井病院　血液呼吸器膠原病内科　診療講師
りんくう総合医療センター 総合内科・感染症内科 医長
厚生労働省 委嘱医
関西医科大学 衛生・公衆衛生学講座 講師
関西医科大学 内科学第一講座 講師、関西医科大学総合医療センター 
感染制御部 部長、海外渡航者医療センター 外来担当

1998年3月
1998年4月
2000年5月
2001年5月
2003年6月

2007年4月
2007年7月
2013年7月
2014年4月
2016年4月
2021年1月
2021年4月

PROFILE

関西医科大学総合医療センター
感染制御部
部長

三島 伸介
Nobuyuki Mishima

大阪府下の小学校での講演会
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関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

当
院
で
は
2
0
2
2
年
1
月
よ
り
E
R
型
夜
間
救

急
を
開
始
し
、こ
れ
ま
で
医
師
や
診
療
放
射
線
技
師
と

い
っ
た
当
直
ス
タ
ッ
フ
の
増
強
、検
査
体
制
の
充
実
な
ど

体
制
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。結
果
、年
間
の
救

急
車
応
需
に
つ
い
て
約
2
0
0
件
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

E
R
を
開
始
し
て
以
降
は
年
間
6
0
0
件
ペ
ー
ス（
月

50
件
前
後
）の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。E
R
運
用

開
始
を
き
っ
か
け
に
二
次
救
急
指
定
病
院
と
な
っ
た
点

で
も
、救
急
隊
の
方
々
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
存
在
に

な
れ
た
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
近
年
、社
会
の
高
齢
化
を
背
景
に
二
次
救
急
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
方
の
場
合
、

急
な
体
調
不
良
や
転
倒
に
よ
る
骨
折
を
筆
頭
に
、在
宅

医
療
の
患
者
さ
ん
の
病
状
の
急
変
な
ど
、重
篤
な
症
状

で
は
な
い
け
れ
ど
も
専
門
的
な
処
置
が
必
要
と
い
っ
た

事
案
が
多
い
た
め
で
す
。当
院
は
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス

で
出
番
の
多
い
消
化
器
、整
形
外
科
に
お
け
る
診
療
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
自
信
が
あ
り
、今
後
、特
に
こ
れ
ら
の
領

域
に
お
い
て
は
一
般
的
な
二
次
救
急
の
水
準
以
上
の
診

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ま
た
救
急
応
対
で
多
い
の
が
、軽
症
と
思
わ
れ
た

患
者
さ
ん
が
実
は
重
症
だ
っ
た
と
い
う
症
例
で
す
。当

院
は
、患
者
さ
ん
が
重
症
化
さ
れ
た
場
合
で
も
三
次
救

急
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
附
属
病
院
、総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
と
密
に
連
携
し
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
強
み
で
す
。

幅
広
い
病
状
の
受
け
入
れ
窓
口
と
な
れ
る
点
で
も
当

院
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、引
き
続
き
地
域

の
救
急
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
多
く
応
え
ら
れ
る
よ

う
体
制
、環
境
を
整
備
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
私
の
着
任
と
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合
診

療
に
つ
き
ま
し
て
も
、地
域
の
先
生
方
か
ら「
診
断
に

迷
う
患
者
さ
ん
が
い
る
」と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
ご
紹
介

い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。総
合
診
療
の
存
在
が

広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
く
、や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。地
域
に
密
着
し
、医
療
を
必
要
と
す
る

人
々
や
地
域
で
起
き
る
課
題
に
対
応
し
て
い
く
。「
断
ら

な
い
病
院
」の
実
現
に
向
け
、こ
れ
か
ら
も
発
揮
で
き
る

最
大
限
の
能
力
で
地
域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1992年3月
1992年5月
1994年5月
1996年5月
1997年5月
2008年5月
2011年4月
2018年1月
2021年10月

大阪大学医学部 卒業
天理よろづ相談所病院 ジュニアレジデント
天理よろづ相談所病院 シニアレジデント（内科ローテートコース）
天理よろづ相談所病院 チーフレジデント（内科ローテートコース）
天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 医員
天理よろづ相談所病院 救急診療部 副部長（兼任）
天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 副部長
天理よろづ相談所病院 救急診療部 部長（兼任）
関西医科大学 理事長特命教授（総合診療医学講座（地域医療学））、
関西医科大学香里病院 総合診療科 部長

PROFILE

持
ち
う
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
に
発
揮
し
、

救
急
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

外
科
診
療
部
長
と
し
て
着
任
し
、10
年
が
経
過
し
ま

し
た
。長
き
に
わ
た
り
地
域
の
多
く
の
先
生
方
に
ご
指

導
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
、医
師
と
し
て
も
人
間
と

し
て
も
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。現
在
は
副
院
長
や
医
療
安
全
管
理
部

長
、手
術
部
長
な
ど
10
余
り
の
役
職
を
兼
務
す
る
立
場

と
な
り
、臨
床
に
加
え
て
病
院
の
運
営
や
経
営
に
も
携

わ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、医
療
に
対
す
る
自
分
の
理
想

を
具
現
化
で
き
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

当
院
の
外
科
で
は
上
部
お
よ
び
下
部
消
化
管
の
疾

患
を
中
心
に
扱
っ
て
お
り
、中
で
も
大
腸
が
ん
、胃
が
ん

治
療
を
多
く
手
が
け
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
強
み
と
い

え
る
の
が
、術
後
の
経
過
ま
で
し
っ
か
り
診
て
か
ら
退

院
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
で
す
。た
と
え
ば
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
や
N
S
T（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）な
ど
、入

院
患
者
さ
ん
に
は
担
当
チ
ー
ム
が
手
術
前
か
ら
介
入

し
治
療
に
関
与
し
ま
す
。当
院
は
規
模
が
小
さ
い
分
、一

人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
丁
寧
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
、術
後
す
ぐ
の
退
院
に
不

安
を
覚
え
る
方
、A
D
L（
日
常
生
活
動
作
）が
安
定
す

る
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
を
希
望
さ
れ
る
方
で
も
安
心
し
て
お

任
せ
い
た
だ
け
る
か
と
存
じ
ま
す
。

加
え
て
今
、力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、高
齢
者
の
方
に

よ
く
見
ら
れ
る
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア（
脱
腸
）や
直
腸
脱
な
ど

の
良
性
疾
患
の
治
療
で
す
。こ
れ
ら
は
何
も
し
な
い
で

お
く
と
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
が
著
し
く
下
が
っ
て
し
ま

う
ば
か
り
か
、動
け
な
く
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。特
に
寝
屋
川
市
近
辺
は
高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
、こ
う
い
っ
た
良
性
疾
患
へ
の
医
療
ニ
ー
ズ
は

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
、リ
ハ
ビ
リ
ま
で

含
め
た
治
療
を
提
供
で
き
る
当
院
の
役
割
は
大
き
い

と
考
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、近
年
は
特
に
症
例
数
を
増
や
す
と
と

も
に
良
性
疾
患
対
応
の
チ
ー
ム
体
制
の
強
化
に
努
め

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
心

が
け
、高
度
な
医
療
を
専
門
に
行
う
大
学
病
院
と
大
切

な
地
域
医
療
の
架
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

患
者
さ
ん
の
Q
O
L
向
上
の
た
め
、

当
院
外
科
で
は
高
齢
者
の

良
性
疾
患
治
療
に
も
注
力
し
て
い
ま
す

Special i ty  Service Interview

関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

ER型救急外来
担当部長に聞く

外科
担当部長に聞く

関西医科大学香里病院
内科・総合診療科 理事長特命教授
総合診療科 部長

石丸 裕康
Hiroyasu Ishimaru

Special i ty  Service Interview

Medical  Doctor Interview

関西医科大学香里病院
外科 病院教授
診療部長

吉田 良
Ryo Yoshida

関西医科大学 泌尿器科学講座 入局
関西医科大学 第2外科講座 研究医員
回生会宝塚病院 外科部長
関西医科大学 第2外科学講座 助手
関西医科大学 外科学講座 助手
関西医科大学 外科学講座 助教
関西医科大学 外科学講座 講師
関西医科大学香里病院 外科 診療部長
関西医科大学香里病院 副病院長
関西医科大学香里病院 病院教授

1990年5月
1993年4月
1999年5月
2000年4月
2006年1月
2007年4月
2011年10月
2013年4月
2017年4月
2021年4月

PROFILE
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関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

2014年3月
2014年4月
2016年9月
2017年2月
2017年4月
2018年4月
2019年4月
2020年4月
2021年4月
2023年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 整形外科
関西医科大学総合医療センター 整形外科
関西医科大学香里病院 整形外科
医療法人みどり会中村病院 整形外科
巽病院 整形外科
吹田徳洲会病院 整形外科
東大阪病院 整形外科
関西医科大学附属病院 整形外科
関西医科大学くずは病院 整形外科

PROFILE

現
在
、国
民
の
2
人
に
1
人
が
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、

喘
息
、ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
っ

た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
ス
ギ
花
粉
症
は
政
府
も
対
策
に
取
り
組
む
国
民
病

と
な
り
ま
し
た
。近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
、そ
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、当
院
で
は
本

年
4
月
に
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
。ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
患
者
さ
ん
は
複
数
の
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
を
併
発
す
る
こ
と
も
多
く
、各
診
療
科
が
垣

根
を
越
え
て
包
括
的
な
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
重
要
で

す
。従
来
も
関
連
科
で
横
断
的
な
診
療
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、一
層
強
い
体
制
で
地
域
医
療
に
貢
献
し
て

い
く
所
存
で
す
の
で
ご
注
目
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。私

は
こ
れ
ま
で
、主
に
鼻
副
鼻
腔
疾
患・ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
治
療
に
興
味
を
も
ち
診
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。中
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
根
幹
治
療
で
あ

る
舌
下
免
疫
療
法
は
治
験
段
階
か
ら
携
わ
り
、全
国
で

い
ち
早
く
導
入
し
症
例
を
重
ね
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。舌
下
免
疫
療
法
は
、従
来
の
皮
下
注
射
に
よ
る
免
疫

療
法
と
比
べ
て
患
者
さ
ん
へ
の
時
間
的
・
身
体
的
負
担

が
小
さ
く
、幼
少
期
の
導
入
で
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
抑
制
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
年
々
患
者
数
が
増
え
、重
症
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。も
し
お
心
当
た
り
の
患
者
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。ま
た
指
定
難
病
で

あ
る
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
は
近
年
研
究
が
進
み
、従
来

の
慢
性
副
鼻
腔
炎
と
異
な
り
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
の
一

部
が
副
鼻
腔
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
、上
下
気
道
あ
わ

せ
た
治
療
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
耳
鼻
咽
喉
科
と
呼
吸
器

内
科
が
連
携
し
な
が
ら
治
療
に
あ
た
っ
て
お
り
、鼻
内

内
視
鏡
手
術
は
も
ち
ろ
ん
、患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ

せ
て
効
果
の
高
い
分
子
標
的
薬
の
導
入
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

香
里
病
院
の
理
念
で
あ
る「
地
域
住
民
に
根
差
し
た

医
療
」を
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
も
実
現
す
べ
く
、診

療
科
が
協
力
し
、患
者
さ
ん
へ
の
最
適
な
治
療
を
提
供

す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
々
増
加
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
。

高
ま
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く

セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
ま
し
た

関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

4名の新任医師をご紹介します

アレルギーセンター
センター長に聞く

Special i ty  Service Interview

関西医科大学香里病院
アレルギーセンター 
センター長

濱田 聡子
Satoko Hamada

大阪医科大学 卒業
関西医科大学附属病院 耳鼻咽喉科 研修医
市立柏原病院 耳鼻咽喉科 医員
関西医科大学附属男山病院 耳鼻咽喉科 助手
関西医科大学大学院 医学研究科博士課程 入学
関西医科大学大学院 医学研究科博士課程 卒業
美杉会男山病院 耳鼻咽喉科 医長
星ヶ丘厚生年金病院（現・星ヶ丘医療センター）耳鼻咽喉科 医長
関西医科大学香里病院 耳鼻咽喉科 助教
関西医科大学香里病院 耳鼻咽喉科　診療部長、病院講師、
関西医科大学附属病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座 診療講師
関西医科大学香里病院 感染制御部 部長
関西医科大学香里病院 耳鼻咽喉科 病院准教授
関西医科大学香里病院 アレルギーセンター センター長

2000年3月
2000年6月
2002年5月
2003年4月
2005年4月
2009年3月
2009年4月
2011年4月
2013年3月
2013年5月

2018年4月
2020年4月
2023年4月

PROFILE

アレルギー
センター

内科・
総合診療科

耳鼻
咽喉科小児科

皮膚科 眼科

枚
方
の
附
属
病
院
で
股
関
節
を
専
門
に
学
び
、

今
年
4
月
に
当
院
へ
着
任
し
ま
し
た
。整
形
外
科

領
域
で
も
や
や
マ
イ
ナ
ー
な
股
関
節
を
選
ん
だ

の
は
、歩
く
の
も
苦
労
し
て
い
た
母
が
人
工
股
関

節
手
術
後
に
旅
行
を
楽
し
め
る
ま
で
回
復
す
る

様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。歩
行
機
能
の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、

そ
の
人
が
人
生
を
楽
し
む
こ
と
に
寄
与
す
る
の

と
同
等
で
あ
る
と
感
動
。さ
ら
に
医
学
部
時
代
に

見
た
股
関
節
手
術
に
感
銘
を
受
け
専
門
と
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。た
だ
、1
人
の
整
形
外
科

医
と
し
て
見
識
を
広
め
た
い
思
い
も
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
整
形
外
科
部
長
の
山
口
医
師
が
肩
を

専
門
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、今
を
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
肩
に
つ
い
て
も
学
び
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

平
時
、股
関
節
専
門
の
常
勤
医
師
は
私
の
み
で

す
が
、手
術
時
に
は
枚
方
の
附
属
病
院
か
ら
股
関

節
を
専
門
と
す
る
医
師
に
応
援
を
要
請
し
万
全

の
体
制
で
臨
ん
で
い
ま
す
。附
属
病
院
と
同
等
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
治
療
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

Q
O
L
を
大
き
く
左
右
す
る

股
関
節
の
機
能
維
持
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す

関西医科大学くずは病院
整形外科 助教

小林 史朋
Fumito Kobayashi

昨
年
に
整
形
外
科
の
専
門
医
資
格
を
取
得
し
、

こ
の
春
よ
り
く
ず
は
病
院
に
着
任
し
ま
し
た
。将

来
的
に
は
膝
を
専
門
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、当
科
に
は
膝
を
は
じ
め
外
傷
、股
関
節
、脊

椎
、肩
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。日
々
刺
激
を
受
け
る
こ
の

環
境
を
強
み
に
、膝
だ
け
で
な
く
整
形
外
科
領
域

一
般
を
広
く
診
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
べ
く
研
鑽
を

積
ん
で
お
り
ま
す
。

診
療
で
心
が
け
て
い
る
の
は
患
者
さ
ん
と
の

距
離
感
で
す
。不
安
や
希
望
を
遠
慮
な
く
打
ち
明

け
て
い
た
だ
け
る
関
係
を
築
き
た
い
で
す
し
、こ

れ
ま
で
も
お
一
人
ず
つ
時
間
が
許
す
限
り
丁
寧
に

向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。整
形
外
科
医
と
し
て
の

ス
キ
ル
を
磨
き
つ
つ
人
間
と
し
て
も
成
長
し
、患

者
さ
ん
が
す
っ
と
心
を
開
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
な

医
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。当
科
で
は
部
長
の
山

口
医
師
主
導
の
も
と
、症
例
検
討
会
を
は
じ
め
地

域
の
先
生
方
と
の
交
流
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。個

人
的
な
直
近
の
目
標
は
、そ
う
い
っ
た
場
で
症
例

の
発
表
を
任
さ
れ
る
こ
と
で
す
。地
域
の
先
生
方
、

お
目
に
か
か
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
お
話
し
し
な
が

ら
、勉
強
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

丁
寧
な
診
療
を
第
一
に
、

膝
の
専
門
医
を
目
指
し
研
鑽
に
努
め
て
お
り
ま
す2017年3月

2017年4月
2020年1月
2020年2月
2020年4月
2021年4月
2022年4月
2023年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 整形外科
関西医科大学香里病院 整形外科
関西医科大学附属病院 整形外科
吉田病院 整形外科
泉尾病院 整形外科
明治橋病院 整形外科
関西医科大学くずは病院 整形外科

PROFILE
関西医科大学くずは病院
整形外科 助教

南谷 哲輝
Satoki Minamitani

New Doctor Interview



現
在
、整
形
外
科
に
は
6
人
の
常
勤
医
師
が

お
り
、私
以
外
の
5
名
が
外
来
と
手
術
を
担
当

し
て
い
ま
す
。私
自
身
は
あ
え
て
専
門
領
域
を

持
た
ず
、当
院
や
枚
方
の
附
属
病
院
で
手
術
を

受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
に
向
け
た
回
復
期
の

フ
ォ
ロ
ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
。限
ら
れ
た
時
間

の
中
、主
治
医
の
み
で
は
担
い
き
れ
な
い
部
分

を
フ
ォ
ロ
ー
し
、安
心
と
ご
満
足
を
実
現
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
、患
者
さ
ん
の
お
話
を

伺
っ
た
り
リ
ハ
ビ
リ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、ま
た

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
家
族
の
ご
相
談
に
応
じ
た

り
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
附
属
病
院
勤
務
時
代
に
当
院
で
診

療
担
当
日
を
持
っ
て
お
り
、現
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
働

く
前
任
の
医
師
の
姿
を
見
て
感
銘
を
受
け
、志

願
し
た
と
こ
ろ
ご
縁
が
あ
っ
て
勤
務
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。診
療
科
全
体
が
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
稼
働
し
て
い
く
た
め
に
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。着
任
し
て
ま
だ
1
年
弱
で
す
が
、地
域
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
す
る
整
形
外
科
部
長
の
山
口

医
師
の
も
と
、私
も
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
通
し
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
医
師
と
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
開
始
し
ま

し
た
。1
9
8
1
年
以
降
、悪
性
新
生
物
は
日
本

人
の
死
亡
原
因
の
第
1
位
と
し
て
増
加
の
一
途
を

辿
っ
て
い
ま
す
が
、中
で
も
大
腸
が
ん
は
男
女
合

わ
せ
た
罹
患
者
数
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
の
が

大
腸
内
視
鏡
検
査
で
す
。

食
の
欧
米
化
に
伴
っ
て
、大
腸
が
ん
の
患
者
数

は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。現

在
な
ん
ら
症
状
の
な
い
方
に
も
大
腸
が
ん
検
診
を

積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
き
、そ
の
結
果
が
陽
性

で
あ
れ
ば
躊
躇
な
く
内
視
鏡
検
査
で
の
精
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
現
在
は
週
2
日（
水
曜
日
・
金
曜
日
）

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
後
は
さ
ら
に
体
制

を
充
実
さ
せ
て
、2
0
2
4
年
度
に
は
検
診
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
も
導
入
す
る
予
定
で
す
。

大
腸
が
ん
は
早
期
発
見
に
よ
り
完
治
が
十
分

期
待
で
き
る
疾
患
で
す
。前
処
置
の
煩
雑
さ
や
、検

査
に
伴
う
痛
み
な
ど
を
心
配
し
て
、上
部
内
視
鏡

検
査
に
比
べ
て
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、受
診
者

が
安
心
し
て
、安
楽
に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、ス
タ
ッ
フ
一
同
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

す
。
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関西医科大学天満橋総合クリニック

近
年
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

大
腸
内
視
鏡
検
査
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

新しい検査メニューのご紹介
大腸内視鏡検査を開始しました

New Service Notice

当
セ
ン
タ
ー
の
運
動
療
法
科
で
は
、医
療
の
一
環

と
し
て
の
運
動
を
提
供
し
て
い
ま
す
。大
き
な
特
徴

は
医
療
の
専
門
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
運
動
指

導
を
行
う
点
で
、メ
デ
ィ
カ
ル・フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
担

当
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
が
健
康
運
動
指
導
士
の
資
格

を
有
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
者
は
が
ん
や
心
臓
病
の

術
後
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す
る
方
、生
活
習
慣
病
が

あ
る
方
、認
知
症
予
防
に
努
め
た
い
方
な
ど
が
多

く
、と
り
わ
け
一
般
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
の
運
動

が
厳
し
い
方
に
も
安
心
し
て
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
で
き
る
点
が
私
た
ち
の
強
み
で
す
。皆
さ
ん

健
康
維
持
、筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
り
、「
以
前
よ
り
歩
き
や
す

く
な
っ
た
」「
筋
肉
量
が
上
が
っ
て
嬉
し
い
」と
い
っ
た

声
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
は
枚
方
の
附
属
病
院
か
ら
紹
介
を
受
け

ら
れ
た
ご
利
用
者
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、地
域

の
医
療
機
関
か
ら
の
ご
紹
介
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。そ
の
際
は
診
療
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い

た
う
え
で
、当
セ
ン
タ
ー
健
診
科
の
検
査
で
情
報

を
補
完
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
い
た
し
ま
す
。当

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
施
設
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

関西医科大学くずは駅中健康・健診センター

医
療
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が

運
動
療
法
に
よ
る

健
康
維
持
・
増
進
を
お
手
伝
い

運動療法科が提供する
メディカル・フィットネスのご紹介

Special i ty  Service Interview

関西医科大学
くずは駅中健康・健診センター
健康運動指導士・介護福祉士

山田 勇太
Yuta Yamada

関西医科大学
くずは駅中健康・健診センター
健康運動指導士

村井 真緒
Nao Murai

2017年3月
2017年4月
2019年4月
2019年6月
2020年4月
2021年4月
2021年8月
2022年11月

関西医科大学 卒業
関西医科大学 整形外科
関西医科大学香里病院 整形外科
関西医科大学附属病院 整形外科
済生会泉尾病院 整形外科
南芦屋浜病院 整形外科
関西医科大学附属病院 整形外科
関西医科大学くずは病院 整形外科

PROFILE

整
形
外
科
医
の
視
点
か
ら
、

回
復
期
の
患
者
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

消
化
器
内
科
を
専
門
と
し
、日
頃
は
一
般
的
な

内
科
診
療
に
加
え
、胃
カ
メ
ラ・
大
腸
カ
メ
ラ
を

担
当
し
て
い
ま
す
。着
任
し
て
改
め
て
実
感
し
て

い
る
の
が
、当
院
が
大
学
病
院
で
あ
り
な
が
ら
地

域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
非
常
に
密
接
な
病
院
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。高
ま
る
地
域
医
療
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、地
域
と
繋
が

る
機
会
を
増
や
し
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
現
在
、内
視
鏡
に
つ
い
て
は
医
師
2
人
体

制
で
平
日
全
て（
月
〜
金
曜
日
）対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
お
り
、飛
び
込
み
の
ご
相
談
に
も
対
応

い
た
し
ま
す
。も
し
当
院
で
は
対
応
が
難
し
い
専

門
的
な
治
療
を
要
す
る
場
合
で
も
、枚
方
の
附
属

病
院
に
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
連
携
い
た
し

ま
す
の
で
、急
な
患
者
さ
ん
も
先
ず
は
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。ま
た
私
は
内
視
鏡
で
の

診
療
を
得
意
と
し
て
お
り
、当
院
で
も
内
視
鏡
治

療
を
充
実
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。今
後
、消
化
器
内
科
領
域
に
お
け
る

診
療
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

内
科
領
域
で

受
診
を
希
望
す
る
方
を

全
て
受
け
入
れ
る
気
概
で

2012年3月
2012年4月
2014年4月
2016年4月
2018年4月
2023年4月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属枚方病院 内科
関西医科大学附属病院 消化器内科
JCHO大和郡山病院 消化器内科
関西医科大学附属病院 消化器内科
関西医科大学くずは病院 消化器内科

PROFILE

関西医科大学くずは病院
整形外科 助教

西 紗登美
Satomi Nishi

関西医科大学くずは病院
内科（消化器内科） 助教

浦上 富生
Tomio Uragami
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